
ニューノーマル時代のオフィス防災
新しい常識がオフィスの防災を変える

1.コロナ禍で変化するオフィス防災
2018年、コクヨが企業防災担当者を対象に行ったアンケートによると、「防災
用品の管理・運用」が一番の課題でした。
そして、コロナ禍以降、働く環境が大きく変化したことで、さらなる課題が防災
担当者を悩ませています。具体的には、「働き方の変化にともなった防災備蓄の
見直し」に関する課題です。

コロナ禍前は、ほとんどの人がオフィスで仕事をすることが当たり前であり、従
業員はオフィスにいることが前提で防災対策は考えられていました。
しかし、働き方が多様化した今、災害が起こった際、防災担当者がオフィスにい
ない可能性があり、その場合は、オフィスに居合わせた従業員だけで対応しな
ければなりません。

これらのことを鑑みると、これからの防災備蓄は「業務の効率化を図る管理」に
加え、防災担当者の在宅勤務なども考慮した「働き方の変化に合わせた運用」
が必要となります。

2.ニューノーマル時代のオフィス防災
これらのオフィス防災の課題を解決し、ニューノーマル時代に対応できる、具体
的な３つのポイントをご紹介します。

■ポイント1：シンプルで管理レスな防災用品の管理・運用

ポイントの１つ目が、「シンプルで管理レスな防災」です。防災用品の管理・運用
をシンプルにし、防災担当者が不在でも、従業員が自ら防災備蓄品にアクセス
できるようにすることです。

そこでおすすめなのが、あらかじめ1人分の水、食料、簡易トイレ、毛布をまとめ
た、１日分の個人備蓄セットです。
この１日分の個人備蓄セットを従業員に配布し、個人で管理してもらいます。防災
担当者が一括管理する運用ではなく、従業員が個々に管理するといった運用です。

また、フリーアドレスを運用していて、個人備蓄セットを配備できない場合には、
個人備蓄セットを執務エリアの収納棚下段などに収納する「見せる防災」がお
すすめです。災害時に担当者がいなくても、従業員が備蓄品を取り出せるうえ、
普段から「ここに防災用品がある」という意識づけができます。

■ポイント2：従業員への周知の重要性

２つ目のポイントは、従業員へ防災用品について周知させることです。
まずは視覚的にどこにあるのか分かりやすくするために、普段から見える場所
に防災備蓄品を保管することがポイントです。ポイント１で紹介した「見せる防
災」もそうですが、その他、オフィス内に防災マップを作成したり、防災用品が保
管されている収納庫の扉に、防災用品のアイコンを貼ることも有効です。

併せて、会社備蓄の限界を従業員へ伝えることも、とても重要です。
水・食料・簡易トイレ・毛布などは、自治体や会社のガイドラインに沿って、会社
として備えているケースは多いですが、すべての防災用品を揃えることは難しい
と感じておられる方もいらっしゃるのではないでしょうか。
そこで、企業防災としての備えを周知させながら、いざ発災時にはどのような行
動をとるのか、その時に何が必要なのか、従業員に考えさせる機会をつくること
も1つです。

例えば、個人備蓄をお願いするものとしてスニーカーが挙げられます。女性は、公共
交通機関が停止した場合、ヒール靴で帰宅することは難しいかもしれません。男性
の場合も、革靴で10㎞歩くだけで、足の皮が捲れてしまう可能性があります。

このように、会社備蓄としての備えを周知させながらも、会社備蓄の限界を広報
し、従業員に個人備蓄をお願いするケースも検討していく必要があります。

■ポイント3：出社率に合わせた防災備蓄の見直し

これまで従業員はオフィスにいることを前提として、防災備蓄品は、従業員人数
＝備蓄対象人数で揃えるよう考えられていました。ところがリモートワークが
前提となった場合、そのような新しい働き方を考慮した備蓄対象人数の設定を
検討するケースもあります。出社率と従業員人数の掛け合わせで、備蓄対象人
数を算出するという考え方です。

条例には変更はなく、「従業員×３日分」を推奨していますが、あくまで努力義務
のため、大きく出社率が減少していたり、これからもテレワークを推奨するよう
な企業は、防災備蓄品を減らすという選択肢を検討してもよいでしょう。
また、個人備蓄セットでの運用であれば、出社率が増えた際の買い足しなども
容易なため、おすすめです。

これからのオフィス防災は、新しいワークスタイルに合わせ、いざという時も、ス
ムーズに事業継続ができる計画が必要です。
防災用品の入れ替えの際には、ぜひ、これらの３つのポイントを押さえ、新しい
働き方を踏まえた防災運用を検討してみてください。
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総務が変われば企業が変わる 一「コクヨ」がお届けする、総務部門のためのお役立ち情報

型コロナウイルス感染症の流行により、テレワークが浸透し、働
き方が大きく変わりました。働く場所がオフィス以外の自宅や

シェアオフィス等多様化している今、オフィス防災も新しい働き方に合
わせた対策が必要とされています。
そこで今回は、コロナ禍でオフィス防災はどのように変化したのか、また、
これからのオフィス防災を検討するうえでの、具体的なポイントをご紹介
します。オフィス防災備蓄品の見直しの際に、ぜひ参考にしてください。
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